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250号 会誌を見直す 良い機会
東京都市大学学長／建設コンサルタンツ協会理事
中村 英夫（NAKAMURA Hideo）

創刊250号記念企画
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201号（1998年10月）
202号（1999年1月）
203号（1999年4月）
204号（1999年7月）
205号（1999年10月）
206号（2000年1月）
207号（2000年4月）
208号（2000年7月）

209号（2000年10月）
210号（2001年1月）
211号（2001年4月）
212号（2001年7月）
213号（2001年10月）
214号（2002年1月）
215号（2002年4月）
216号（2002年7月）
217号（2002年10月）
218号（2003年1月）
219号（2003年4月）
220号（2003年7月）
221号（2003年10月）
222号（2004年1月）
223号（2004年4月）
224号（2004年7月）
225号（2004年10月）
226号（2005年1月）

227号（2005年4月）
228号（2005年7月）
229号（2005年10月）
230号（2006年1月）
231号（2006年4月）
232号（2006年7月）
233号（2006年10月）
234号（2007年1月）
235号（2007年4月）
236号（2007年7月）
237号（2007年10月）
238号（2008年1月）
239号（2008年4月）
240号（2008年7月）

241号（2008年10月）

242号（2009年1月）
243号（2009年4月）
244号（2009年7月）
245号（2009年10月）
246号（2010年1月）
247号（2010年4月）
248号（2010年7月）
249号（2010年10月）

250号（2011年1月）

維持管理〜生き続ける社会資本〜
福岡〜個性的な顔が見えるまち〜
森林〜人間と生物を支える多彩な機能と価値〜
富山〜住みよく、暮らし続けるまち〜
みち〜人とみちの関わり〜
函館〜市民の活力に支えられたまちづくり〜
海岸〜ふるさと・なぎさ・そして〜
ユニバーサルデザイン
〜すべての人に気配りを　バリアフリーを越えて〜
海外の文化・歴史・風土に基づいた発想
21世紀〜新しい時代に伝えるもの〜
防災〜災害を忘れないために〜
仙台〜杜の都の水文化〜
和歌山〜自然と歴史の宝庫　紀の国〜
文明の劇場・首都〜その変遷と未来〜
循環型社会〜持続可能な未来に向けて〜
土木技術者の志
地域を活かす情報
土木遺産〜活用され愛されつづける文化〜
路面電車/LRT〜人と環境にやさしい乗物〜
吉野川〜川と人とのかかわり〜
湿地〜保全と再生に向けて〜
土木遺産Ⅱ〜時を超える技術者のこころ〜
京都〜古都の美とまちづくり〜
駅〜人々の触れ合う空間創出を目指して〜
観光〜地域の光をうみ出す〜
土木遺産Ⅲ〜悠久の時を超えて〜

地図〜地図を通して眺める世界〜
大分〜豊の国　地域社会の未来像〜
エネルギー〜効率的な利用の実現に向けて〜
土木遺産Ⅳ〜先人たちに叡智を学ぶ〜
土木プロジェクトのリスクマネジメント
青森〜雪と共に生きる人の知恵〜
里地〜原風景を守り育てる〜
土木遺産Ⅴ〜日本の国づくりの心〜
伝承〜志を次世代に〜
高知〜いごっそうとはちきんの国　土佐〜
古代都市〜日本人とまちづくりの原点〜
土木遺産Ⅵ〜日本の土木風土の原点〜
島根〜神々の国の「田舎」づくり〜
国際協力の未来
〜豊かなる国際社会の形成を目指して〜
都市の地域力
〜都市を支えるソーシャルキャピタルの醸成〜
土木遺産Ⅶ〜文化の礎を育む技術の結晶〜
あかり〜守る・愛でる・育む〜
こどもが楽しい空間〜群れて遊ぶ〜
美術館〜まちづくりの核としての存在〜
土木遺産Ⅷ〜北の地に根付く文化〜
福井〜地域資源にみる独創性〜
気候〜気候との新しい付き合い方〜
生物多様性の保全
〜いろいろいるから生命がつながる〜
土木遺産Ⅸ
〜バルカン諸国／多民族地域における土木文化〜

201号～250号 特集テーマ一覧

協会誌はこれまでに『建設コンサルタント（1～170号）』『明

日へのJCCA（171～209号）』と誌名を変え、210号（2001年1

月）より建設コンサルタントのイメージアップも兼ねて、現在

の『Consultant』に名称を変更しました。それから10年が経

過し、この度250号を発行することとなりました。誌面を借

りて、読者の皆様に御礼申し上げます。

210号からの協会誌は、外部への情報発信に加え、他の

学会・協会誌に負けない誌面づくりを目標に掲げ、会誌編集

専門委員会内外で活発な議論や編集作業を精力的に行っ

てまいりました。この間、なくなった企画もありますが、新企

画として、会員の輪を広げるための「ペンリレー」や「会員会

社紹介」、古き良き時代を偲び、次世代につなげるための

「あの頃の風景」、「名作の舞台から」を加えるなど日々誌

建設コンサルタンツ協会

広報委員会委員長／小松　豊

面の向上を図ってまいりました。

さらには、会誌企画編集の成果を活用し、2002年にはそ

れまでの会誌で取り上げた鼎談と対談を書籍『地域づくり

の道しるべ』として刊行しました。また、2003年からはヨーロ

ッパ、アジア、日本での土木遺産を取材し、毎年1月号で紹

介してきました。その結果を集約し、2005年に書籍『土木遺

産ヨーロッパ編』を、2007年は『土木遺産Ⅱアジア編』、2010

年には『土木遺産Ⅲ日本編』を刊行しました。

なお、建設コンサルタンツ協会の第2次中期行動計画（平

成21～25年度）では「魅力ある建設コンサルタントの広報活

動の推進」が目標として掲げられています。改めて、協会広

報誌の原点に立ち戻って会誌を見直し、さらなる誌面の向

上を図っていきたいと考えています。

250号発刊のごあいさつ

毎月、私の所には多くの協会や会社の広報誌が送られて
きます。もちろん「すべてを読んでいる」とは言いませんが、
「可能な限り」目を通し、面白そうな記事はちゃんと読むよ
うにしています。広告ばかりで、読めるところがたいへん少
ない雑誌もありますが、読んで良かったというものも数多く
あります。
このような広報誌、すなわち定期的に配付され無料で講
読される雑誌は、幾つかの種類に分けることが出来ると思
います。これらは①社会一般あるいは不特定多数の読者
に読まれることを想定し、団体または企業の存在をアピー
ルしまた主張を述べるもの、②顧客等特定の範囲の読者を
対象にし、それらの読者に関心を持たれる情報を提供する
もの、③団体や企業に属する職員などを対象に必要な情報
を伝えたり、啓蒙したりするものなどです。
今年の1月に250号を迎えた建設コンサルタンツ協会の
『Consultant』の体裁はすばらしく、航空会社の機内誌のよ
うな雰囲気すら感じるものです。そのため、上にも述べた2
つ目の範疇に属する雑誌なのかとも思えますし、事実その
配布先の多くは建設コンサルタントの客先である官公庁の
諸機関であるやに聞いています。しかし、その先をよく見て
ゆくと、コンサルタンツ協会内の諸活動などの記録に多くの
ページが割かれており、上記の③の分類に入る部分も少な
くありません。
このようにこの雑誌の一つの問題は誰を対象にして出
されているのかが必ずしも明確でないことで、雑誌の目的
や伝えたいメッセージが判りにくくなっているように思われ
ます。
協会がいくつも雑誌を出すのはもちろん不可能です。し
たがって一つの雑誌にいろいろな読者対象や目的の記事
を入れることは必要です。その時は編集上のやりやすさか
ら言っても例えばページに色分けをするとか、区分を明確
にして上記のような3つの種類の記事を示すのが良いと思
います。

私の目を通す雑誌でこのような3つの目的を上手く入れて
いると思うものの一つに『建設業界』という広報誌がありま
す。この中では、社会に対する業界からの要望や主張を述
べ、また建設事業に関わる読者には各地の土木遺産につ
いての記事をはじめ広汎な知見を伝え、さらに業界内部の
人々には協会の活動や会員会社の個人の随想などを載せ
ています。
できれば『Consultant』でも社会や行政に対してその主張
を述べる記事があっても良いと思いますし、関係者への啓
蒙的な記事の他、建設コンサルタント業界の抱える問題や
その対策などについての各企業の境を越えた記事があっ
ても良いのではないかと思っています。
雑誌にとって一番大事なのは「読まれる」ことです。特に
無償配布の雑誌は、読まれなければ何の意味もありませ
ん。有料の商業誌は読まれなかったら雑誌がつぶれま
す。広報誌的な性格の雑誌は読まれなくてもつぶれないか
ら、どうしても企画編集者の自己満足に終わりがちになりま
す。しかし、広報誌は経費削減に迫られると、一番先に切り
詰められる宿命にあります。それを考えると、広報誌の企
画編集はたいへん難しい仕事であると言えます。
いずれにしろ、まずは会誌発行の目的をはっきりさせ、他
の雑誌と差別化することが必要だと思います。読まれるた
めには、読者をイメージして企画編集することが重要です。
一般の人か、技術者か、協会外の人か協会会員会社の人
か、つまり、誰のためにこの会誌をつくっているのかというこ
とを強く認識しながら編集することが肝心でしょう。
今回の250号はそういうことを考え、会誌を今一度見直
す良い機会でしょう。委員長を筆頭に、会誌編集専門委
員会の中で議論しその任期の中では、「こうした編集方針
でいく」と決めてゆくことが必要でしょう。こうして委員会
には“ペンを持つ強み”を活かしていただきたいと思うの
です。

協会誌「Consultant」は、このたび創刊250号を迎えました。東京都市大学学長で協会理事でもある
中村英夫氏から、創刊250号に寄せてメッセージを頂きましたので紹介します。
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